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荷 主 各 位 ２０１９年７月

　謹啓　時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。
　平素は、東京2020大会（以下、「大会」という。）の円滑な運営へのご協力をはじめ、トラック運
送業界に対しましても、格別なるお引き立てを賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、東京都、国及び東京2020組織委員会が推進する「2020TDM推進プロジェクト」では、大
会関係者や観客等の移動による交通量の増加等への対応として、交通量の抑制や分散、平準化を行う
「交通需要マネジメント（TDM）」により、円滑な大会輸送の実現と経済活動の維持との両立を図る
ことを求めております。
　また、平成30年12月には九都県市首脳会議から「東京2020大会期間中のTDM推進について」要
望を受け、トラック運送業界としても、都とも連携し、大会期間中の休日並みの良好な交通環境（首
都高では交通量30％程度減）実現のため、関係者一丸となって取組むこととしたところです。
　一方、事業用トラックが輸送する貨物は、荷主（荷送り側及び荷受け側）からの受け取り又は引き
渡し日時等の指示を受けることがほとんどであり、トラック運送事業者の都合による配送はほとんど
ない状況となっています。
　このため、大会の成功に向けTDMの実効性を高めるには、トラック運送業界の取組みだけでは実
現不可能であり、荷主等関係者の相互理解を得ることが必要不可欠なことから、都では、別添のよう
な広報用資料を用いて東京商工会議所等を通じて荷主等に働きかけを行うことにより、荷主と運送事
業者との連携による効率的な配送などに努めるよう求めているところです。
　こうした背景もあり、荷主等のご関係者におかれましても、大会期間中における配送の時間変更や
ルート変更など、物流における大会時の混雑を避ける措置等に関しまして、トラック運送事業者と一
体となった取組みの促進につきまして深いご理解とご協力方、よろしくお願いいたします。

敬　白

○東京都オリンピック・パラリンピック準備局
○公益財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会輸送局
○一般社団法人東京都トラック協会
○一般社団法人神奈川県トラック協会
○一般社団法人千葉県トラック協会
○一般社団法人埼玉県トラック協会
○一般社団法人茨城県トラック協会
○一般社団法人群馬県トラック協会
○一般社団法人栃木県トラック協会
○一般社団法人山梨県トラック協会
○公益社団法人全日本トラック協会　交通・環境部

（連絡先） 03-5320-7696
 〃 03-6634-5314
 〃 03-3359-6251
 〃 045-471-5511
 〃 043-247-1131
 〃 048-645-2771
 〃 029-303-6363
 〃 027-261-0244
 〃 028-658-2515
 〃 055-262-5561
 〃 03-3354-1045





2 0 2 0 TD M 推進プロ ジェ ク ト では、大会期間中に何も 対策を 行わなかっ た場合の、一

般・ 高速道路や鉄道、競技会場周辺道路等に生じ る 影響についてまと めた混雑予想

マッ プを公表し ています。

自社への影響度を確認する際に、ぜひご参考く ださ い。

参考

例　 一般道路の混雑状況予想　 2 0 2 0 年７ 月3 1 日

事前準備チェックリ スト

⾃社への影響度を確認する

「2020アクションプラン」（⼤会期間中の⾏動計画）を作成する
① 想定さ れる課題と 対応策を 検討する

大会期間中に自社がどのよう な取り 組みを行っ ていく べきか、 まずは

チェ ッ ク リ スト で確認し てみまし ょ う 。
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◆ 荷主と 話し 合う 必要があるこ と

□ 　 プラ ス１ 日のリ ード タ イ ム

□ 　 検品の簡素化

□ 　 大会期間中を避けて配送する（ 事前・ 事後配送）

□ 　 再配達の回数を削減する

□ 　 配送・ 集配時間を変更する

◆ 自社で工夫でき るこ と

□ 　 事前に在庫を多く 持つ

□ 　 混雑地域の回避・ 迂回

□ 　 積載効率のアッ プ（ 共同化、 帰り 荷の確保）

□ 　 パレ ッ ト 等の規格化

7 ～8 時 1 3 ～1 6 時

⼤会輸送影響度マップ

従業員が時間通りに
出勤できるか心配だ

配送がこれまで通り
できるか心配だ

取り 組めそう な項目にチェ ッ ク を入れてみまし ょ う 取り 組めそう な項目にチェ ッ ク を入れてみまし ょ う

「2020アクションプラン」の作成にあたっては、 コンサルタントによる個別相談
の⽀援制度も活⽤いただけます（「2020TDM推進プロジェクト」への登録が必要）

② チェ ッ ク を入れた項目が「 2 0 2 0 アク ショ ンプラ ン」 のStep 1 になり ます。

Step1. 具体的な取組内容を決定（何をするか、いつからはじめるか）
Step2. 担当部署や担当者を整理
Step3. 実施方法の確認

□　 大会期間中の休暇の計画的な取得

□　 時差出勤の導入

□　 フ レ ッ ク スタ イ ム制の導入

□　 テレ ワーク の導入

□　 打合せのメ ール・ 電話等での代替

□　 営業時間の変更

□　 大会期間に合わせた休業

□　 ゴミ の削減

CHECK1

CHECK2

□ 競技会場の近く に事業所/

    取引先がある　

□ 高速道路を利用する　 　 　

□ 昼間の車利用が多い　 　 　

□ 宅配便をよく 使う

□ 輸出入を伴う 事業を

　  行っ ている　 　 　 　

□ 臨海部から の納品がある　

□ よく 使う ルート が大会の

    影響を受けるエリ アを通る

該当する項目に
チェ ッ ク を入れてみまし ょ う

＜お問い合わせ･ご意見＞

2 0 2 0 TD M 推進プロジェ ク ト 運営事務局
M a il : in fo @ 2 0 20 td m .to kyo

電話番号： 0 1 2 0-1 0 8 -03 0
1 0 ： 0 0 ～1 2 ： 0 0 ､1 3 ： 0 0 ～1 7 ： 0 0 （ 土･日･祝日､年末年始を 除く ）

mailto:info@2020tdm.tokyo

